
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 大田区立大森第一小学校 

研究構想図 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
常に真実を見つめ 

これを大切にしていく子供を育てる 

◆健康で安全な生活ができる子 

◆思いやりがあり、仲よく助け合う子 

◆自らよく考え、行動する子 

本校の教育目標 
 
◆地域で育ち、地域を愛

し、地域をふるさとと

する児童の育成。 

 
◆自らの問題として主体的に捉

え、持続可能な社会を実現で

きるように、身近なところか

ら取り組む児童の育成。 

社会の要請 

 
◆「ＥＳＤアンケート」と授業での様子

から、多面的、総合的に考える力につ

いて、更に伸びる余地がある児童が多

い。 

児童の実態 
 
◆人・もの・こと・社会・自然などのつ

ながり・関わり・広がりを理解し、い

ろいろな考えを表現できる力を伸ばし

たい。 

教師の願い 

 

多面的、総合的に考える力の育成 
～理科、生活科の指導の工夫を通して～ 

 
 
 
 
 
 

研 究 主 題 

 
【第１・２学年】いろいろな方法を考えることができる児童 

【第３・４学年】いろいろな考えを選んだり、参考にしたりして、自分の考えをもつことができる児童 

【第５・６学年】複数の意見や考えを参考にして、根拠を基に自分の考えをもつことができる児童 

目指す児童像 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 

４：Creating Alternative Methods of Action 

行為の選択肢の拡大 

３：Awareness of Essential Aspects 

本質的な諸相への気付き 

２：Looking Back on the Action 

行為の振り返り 

１：Action 

行為 

５：Trial 

試行 

 

育成を目指す能力・態

度と、研究対象とする

教科を焦点化すること

で、持続可能な社会の

創り手を育むことがで

きるだろう。 

研究仮説 

事前模擬授業、 
研究授業 

【グループ協議】児童の思考の流れの分析 

【全体協議】 
指導の手だてや目指
す児童の姿の系統性
の理解 

【学習指導案の再検討】 
指導の手だての増加 

日々の授業実践 


